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あとがき

身のまわりの生きものの季節と場所のことなら

誰よりも知っているナチュラリストをトコロジ

ストと呼び，トコロジストになろうと提案して

いた。この提案は優れたアイデアだったので私

も真似している。

　クモのトコロジストの先達は中平清さん。「高

知県のクモ」で日本のクモの生活の観察と記録

に道を拓いた。

本書は先達の拓いた道を基礎にしている。クモ

の「季節」による変化と「場所」による変化を

きちんと記録していくためのデータ・ブックと

いう方針である。

（池田）

　斉藤慎一郎さんは自然観察会で見知らぬ生き

ものに出会ったときに，それが動物だったら「く

んづけ」，植物だったら「さんづけ」で自分なり

の名前を付けることを提案していた。例えばハ

ナグモを「人面蜘蛛くん」と呼ぶようなことで

ある。この提案は優れたアイデアだったので私

も真似している。名前もつけずに見過ごすのは

せっかく眼前に出現してきてくれた生きものに

対して失礼なことである。もっとも生きものは

私たちの失礼をむしろ喜ぶのかもしれないが。

浜口哲一さんは生きもの地図作りと暦作りを推

薦していて自分の住んでいるところの身のまわ

りの生きものの専門家になろうと提案していた。
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